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八戸短期大学附属幼稚園 おゆうぎ会
が、平成 年 月 日 八戸市公会堂文
化ホールで開催されました。
テーマは 虹色
の明日へ 。たくさんの音楽にふれ、音
楽を通して、子どもたちがもっている豊
かな感性を、より素晴らしいものにして
いこうと、男の子女の子の別なく、おゆ

意見や感想、私共の反省などを踏まえ、
兄弟や姉妹で在園しているお子さんの発
表を、同じ部のプログラムに組み、片方
の部で 人の発表が見られるようにいた
しました。
保護者やご家族の皆様の鑑賞時間の負
担を少なくし、成長の過程も見ていただ
けるよう、新しい照明を用いたり、エン

ディングの全員合唱の後方スクリーンに
園の日々をスライドショーで映写する等、
様々な工夫と手法も取り入れました。
去年の半分の時間で、二人の子ども

の発表をゆっくりと観ることが出来た
兄弟それぞれの舞台を同じ部で観て、

子どもたちの成長がよく分かった
明るくパワフルな二部構成の発表に、
嬉しいご講評をいただきました。
これからも 心の豊かな子 を育み、

日々の活動を一層充実させて参ります。

月の子ども達は、どの子も密かにク
リスマスを心待ちにしている姿がありま
す。聖アンナ幼稚園では、待降節という
長い期間を様々な形で過ごします。玄関
には、紙粘土の“馬小屋で誕生するイエ
ス様”、園中のあちらこちらにリースや
ツリーなどで飾り付けをし、手作りのり

んごろうそくなどで準備をします。クリ
スマスの前に全員での プレクリスマス 。
りんごろうそくに火を灯して、ファース
トクリスマスの話を聞き、クリスマスソ
ングを一緒に歌います。そして毎日、お
昼にお部屋や玄関でりんごろうそくに火
を灯したり、クリスマスに因んだ絵本の

も満たされた精神性のようなものが見え
てきます。子ども同士で サンタさん、
ぜったい来るよ。の会話も頷けるのです。
ろうそくの灯をともす時の子どもの姿、
りんごの甘い香りを感じる時の様子から、
子どもの中に秘める神秘、聖なる心と重
なり、言葉だけでは言い表せない感覚を
経験しているように思います。クリスマ
スは、心が落ち着き人間が優しくなるよ
うな、だから待ち焦がれていいのではあ
りませんか。

うぎや演奏に取り組みま
した。
おかげさまで、子ども
たち一人ひとり全員が、
普段の活動と練習の成果
を、思い切り発揮するこ
とが出来たと思います。
第 回目の今回は、昨
年と同じく第一部午前、
第二部午後との二部構成
で行いましたが、その内
容を大きく変えました。
これまでにいただいたご

読み聞かせを続ける
のです。また、行事
のクリスマス会では、
ささやかに祝い手作
り等のプレゼントを
頂きます。更には、
子どもたちが作った
クッキーをツリーに
飾ったり、食べたり
しながら待つのです。
大人からみたら少し
地味かもしれません。
でも約 週間の間、
すっかり子どもの心



八戸短期大学附属びわの幼稚園では、
月 日 、野辺地町中央公民館ホールを
会場に第 回を数えるクリスマスお遊戯
会を開催しました。
このお遊戯会は、びわの幼稚園 大行

事である七夕運動会、びわの祭と同等に
位置づけられた行事であり、園児たちは
勿論、先生方も公民館ホールの飾り付け
設営など 日間をかけてしっかりと準備
しました。
当日はホールに入りきれないほどのご
家族の方々が見にこられ、園児たちは練

習してきた成果を自信持って自慢げにご
披露しておりました。
プログラムは、着物で着飾った年中さ
んの女の子 桜月夜の桜姫 から始まり、
年長さんの 薔薇のフラメンコ 、年少
さんの 天装戦隊ゴセイジャー とそれ

トナカイ のリズムに合わせて登場して
きたサンタクロースさんからちょっぴり
早いクリスマスケーキをいただき第 回
の八戸短期大学附属びわの幼稚園クリス
マスお遊戯会が終了しました。

幼児教育者倉橋惣三氏は（子どもは心
持に生きる。それを汲む人、触れる人だ
けが子どもにはありがたい人嬉しい人で
ある。と語っています。
先生今日楽しかった 先生大好き

私たちは、降園時さよならの挨拶と共に
こんな子どもたちの声に励まされ毎日を
楽しいものにしています。
園の教育活動で大切にしていることは、
園児の直接体験です。その体験から自分
の思いを描いたりした作品をとおして、

一人ひとりの心の成長
を確かめたいと広く全
国の美術展へ出品して
きました。この作品は、
年度全国教育美術展
において全国審査個人
賞の幼児 点に選ば
れ特選をいただきまし
た。何度か家族で出か
けたり、園外保育で
行ったことのある八戸
公園（子どものくに）
で一番楽しかったこと
を描いた作品です。観
覧車って大きくて、ゆっくり回ってすご
く楽しかった 絵を見てわかるように、
見ることで発見したこと、またそこから
自分の感じた思いが、しっかりとした筆
圧のまっすぐな線で、気持ちの緊張と、
描きたい思いを表現しています。財団法
人教育美術振興会発行の 年度 教育美

術 誌の表紙、口絵に掲載されることに
なっております。ののかちゃんの描いた
時の満足感いっぱいの笑顔が印象に残っ
ています。
これからも、自分らしい表現に喜びと
意欲を持てる子どもを育てる教育環境づ
くりをすすめていくつもりです。

ぞれ練習してきたお遊
戯を楽しく踊りました。
劇では年中さんが
つるの恩返し 、年

長さんは そんごく
う をそれぞれ披露し、
特に影絵で見せた、つ
るの姿には会場から拍
手がありました。
お遊戯、劇が終わる
と園児たちは得意の合
奏、歌を元気良く演奏
し歌い、フィナーレの
あわてんぼうのサン
タクロース 、 赤鼻の
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青森県八戸市美保野

光星学院高等学校硬式野球部は、この度第 回選抜高等学校野球大会へ
の出場校に選ばれ 度目の選抜出場となります。
青森県並びに東北地区代表として、この八戸の地から甲子園で出場する

選手はもちろん、甲子園に応援団を派遣することは一大事業であり、各位
の賛同を得て 光星学院高等学校甲子園出場協賛会 を発足いたしました。
光星学院高等学校硬式野球部の健闘を期し、また甲子園まで出向く応援

団が精一杯の応援ができるよう地域関係者各位のご支援と、温かいご声援
を心からお願い申し上げます。
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